
 
 

   

D：モンゴル国の教育問題の取組み～能勢町が学ぶこと～ 

2 年 後 大成、 大城 伊織、 小倉 惇 

 
モンゴルでは、地方より都市部に人口流入が続き、人口の 46％に当たる 146 万人が首都ウランバー

トルに集中して住んでいる。 統計データより、どの年代においても地方に比べ首都ウランバートルに

子供が集中していて、ウランバートルのほうが先生にかかる負担が大きいことが分かる。  

私たちが訪問したトルゴイト地区では、一つの学校で１年生から 12 年生まで 101 クラスあり 3684 人

の生徒が学んでいる。そのため、朝、昼、晩の三交代制が取られ、子どもたちの学校での滞在時間が短

くなり居場所がなくなる。このような人口集中による教育条件の悪化が見られる。  

2018 年８月に行ったモンゴルでの海外実態調査では、地域レベルで子どもたちを守っている「トル

ゴイトまちづくりセンター（ＴＣＤＣ)」を訪れフィールドワークを行った。ＴＣＤＣによるサマーキ

ャンプに参加し、子どもたちやスタッフと交流をした。このサマーキャンプでは、子どもたちがトルゴ

イトの環境問題を考え解決するプレゼンテーションをしたり、モンゴルの伝統文化を学んだりしていた。  

モンゴルでは都市部の人口過密から教育環境の悪化で起こっているが、 逆に、能勢地域では人口減

少による教育問題が発生している。能勢高校でも在籍人数が 2009 年の 200 人強から今年度は 130 人ほ

どに減少した。魅力ある教育環境は、地域コミュニティーにとって最も重要な条件の一つであり、教育

環境に魅力があれば地域の活性化に結び付く。 

能勢高校ではこれまで、留学生を受け入れたり、姉妹校交流や海外研修を実施し、多くの国々とつな

がってきた。私達は、能勢高校を拠点の一つとして、グローカル教育をすすめ、世界に開かれた能勢町

を作ることを提案したい。  

具体的な方法としては、  

一つ目に、能勢高校を拠点とした国際交流村を作ること。  

二つ目には、留学生が泊まれる施設を作り、海外からの留学生を受け入れること。  

三つ目には、外国人を受入れる窓口、つまり国際交流協会を作ること。 

  

発表会のまとめとして 

本日は７つの研究発表を行いましたが、全て能勢町の活性化と結びつけて行った課題研究です。 私

たちが目指すのは、コミュニティーが育む教育と伝統のグローバルな能勢町です。そのために「能勢町

版ＴＣＤＣ」つまり「能勢学習センター“ＮＣＤＣ”」を開設することを提案します。このセンターを、

子どもや大人、海外からの訪問者、留学生が集まり交流する場所にして、能勢町を本国内だけでなく世

界に発信できる場所にしたいと思う。これが私たちの夢です。  
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